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▶▶ 作・絵／佐々木マキ

来月号は「なんで　はだかに　なっちゃ　ダメなの？」です。お楽しみに！

ぺんぎんが、かき氷を食べたお店
でアイスクリームを売る仕事をする
と大繁盛！　そこへ悪者が現れて連
れ去られ……と、ハラハラドキドキ
の展開が続きます。アクシデントが
あっても常に冷静に行動するぺんぎ
んの姿や、お話のユーモアをぜひお
楽しみください。

山奥にすむぺんぎんは、一度も食べたことのないかき氷を食べ
たくてたまらなくなり、変装して街へと出かけます。ぺんぎんは、
かき氷を食べさせてくれたおじさんのお店で働くことになります
が……。

やまから　きた　ぺんぎん

来月号は「すいかにんじゃ」です。お楽しみに！

いろいろな果物が登場します。来
店するお客さんの色や形などをよく
見て、なんの果物か予想しながら
ページをめくってみてください。美
容師の技にも注目し、庭で先に待っ
ていたメロンやキウイがどんな施術
を受けたのか、考えて意見を出し
合ってみましょう。

美容室にやってくる、もじゃもじゃのお客さんたち。カットやカ
ラー、メイクを施されて、ぴかぴかの果物に変身！　個性豊かな果
物たちがどのようにいまの姿になったのか、想像して楽しめます。

▶▶ 作／山田マチ　絵／かわむらふゆみ

フルーツの　びようしつ

来月号は「まちの　ねずみと　いなかの　ねずみ」です。お楽しみに！

ききみみずきんを手にし、生き物
のことばがわかるようになった若者
には、どんなよいことがあるのか想
像しながら読み進めると楽しいで
しょう。生き物を助けるやさしい心
の持ち主は、富を得て幸せになれる
ことを伝えられるとよいですね。

若者が砂浜で助けたタイは、実は竜宮のお姫様でした。竜宮で
おもてなしを受け、おみやげに生き物のことばがわかる“ききみみ
ずきん”をもらいます。浜辺に帰った若者は、カラスのうわさ話を
聞いて、お城の殿様の娘が謎の病に苦しむ原因を知りますが……。

▶▶ 文／こわせ・たまみ　絵／馬場のぼる

ききみみずきん

来月号は「うみの　おみこし」です。お楽しみに！

何枚も服を着ていた末っ子のだん
ざぶろうが、服を脱いでいくシーン
です。８～９ページと見比べながら
「すっきりしたね」「気持ちよさそうだ
ね」などと伝えてみてください。着
替えが必要になる水遊び前後の読み
聞かせにもおすすめです。

だんごむしの三兄弟がスットーン！　スッポーン！　と次々に服や
下着を脱いでいきます。気持ちよさそうなようすが絵とことばから
伝わる、着替えがテーマの絵本です。

▶▶ 作・絵／わたなべちいこ

ぬぎま〜す！


